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市では、　市では、９９月月６６日、由良川河川敷をメーン会場に地域防災訓練を行いました。台風による大雨や地震日、由良川河川敷をメーン会場に地域防災訓練を行いました。台風による大雨や地震
の発生を想定し、関係機関の連携や、地域の皆さんの避難、初期消火、救助活動の訓練となりました。の発生を想定し、関係機関の連携や、地域の皆さんの避難、初期消火、救助活動の訓練となりました。
防災意識を高めて、災害に強いまちをつくりましょう。　防災意識を高めて、災害に強いまちをつくりましょう。

平成
21（2009）年
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地域防災訓練
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災害に強いまちに 
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　一緒に考えます 
就業支援拠点「京都ジョブパーク 北部サテライト」を活用してください 就業支援拠点「京都ジョブパーク 北部サテライト」を活用してください 北部サテライト」を活用してください 

定着支援・ 
フォローアップ 

　就職した後もカウンセラー
が仕事の悩みや疑問などの
相談に応じます。 

4サポート 

 
京都ジョブパーク北部サテライト 
〒６２０‐００５５篠尾新町１‐１４　エースビル４階 
℡２２‐３８１５ 
http://www.pref.kyoto.jp/jobpark-h/ 
E-mail jakunen-h@kyoto-jobpark.jp 
利用時間／午前9時～午後5時 
※土・日・祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）は休み 

出張相談します 
　生活相談員やキャリアカウンセラーが、
就職するまでの生活や就職に関する悩みなど、
「就職するまで」のあらゆる疑問にマンツー
マンで対応する巡回相談を行います。 
　１０月１４日(水)市民会館３５・３６号室(内記三丁目) 
　１１月３０日(月)人権ふれあいセンター 

堀会館(堀口) 
　１２月１８日(金)市民会館(内記三丁目) 
　平成２２年２月２４日(水)市民会館 

(内記三丁目) 
※時間はいずれも午後１時～５時。 
※相談時間は１人約５０分です。 
※事前に電話予約をお願いします。 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

 多くの皆さんにご利用いただいています 
　平成１７年９月１日（開設日）～平成２１年８月末 
までの利用実績 
●利用者数／１１，１６５人（うち来場者７，２７６人） 
●登録者数／１，０９３人（うち市民４８２人） 
●内定者数／　５８６人（うち市民２６１人） 
　※内定者数は正規雇用者のみの数値です。 

地域ジョブパーク 

京
都
府
福
知
山 

総
合
庁
舎 

福知山税務署 
花水木通り 

け
や
き
通
り 

福知山駅 

北部 
サテライト 

　　いろいろなセミナーやカウンセリングを通して、
１人で就職活動しているのではなく、さまざまな人
と触れ合えるという点がすごく良かったです。セミ
ナーの面接練習では、他人のよい所を探すことが
自分自身の長所探しにつながりました。卑屈にな
らずに前向きにがんばることが大切だと思いました。 
　　　　　　　　　　　　　　　  (26歳　男性) 
　　相談しやすくて良かったです。就職活動は、自
分から動き出さないと何も変わりません。動いて
みたら変わることがわかりました。　(23歳　女性) 
　　皆さんが親切に対応してくれて、面接練習や
カウンセリングによって自分のやる気を出させてく
れました。　　　　　　　　　　　 (23歳　男性) 
　　カウンセリングを受けているうちに頭の中も
整理できて、自分のやりたい事を発見できました。
これから１つひとつがんばります。  (19歳　女性)

利用登録者の声 

就職支援セミナー開催中 
　京都ジョブパーク北部サテライトと市の
共催で、毎月２回、市民会館で「就職支援
セミナー」を開催中。応募書類の書き方や
自己PRの方法、ビジネスマナーなどを学ぶ
ことができます。 
１０月第２回目のセミナー 
とき／２２日(木)午前１０時～午後４時 
ところ／市民会館３６号室(内記三丁目) 
１１月のセミナー 
とき／１２日(木)、２６日(木) 
　　　午前１０時～午後４時 
ところ／市民会館３６号室(内記三丁目) 
※事前に電話予約をお願いします。 
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特集①　京都ジョブパーク北部サテライト　あなたの未来　一緒に考えます

あなたの未来　
就業支援拠点「京都ジョブパークク 北部サテライト」を活用してください 就業支援拠点「京都ジョブパークク 北部サテライト」を活用してください 就業支援拠点「京都ジョブパーク

ワンストップサービスであなたの就職活動をサポート 
　京都ジョブパーク北部サテライトは、ハローワークと緊密に連携し、相談から就職、職場への
定着まで、ワンストップで支援する京都府北部の就業支援拠点です。 
　「自分に合った仕事は何か」、「希望する職業に就くためには、何をすればいいか」など、就
職に関する悩みや疑問、なんでもご相談ください。スタッフが１人ひとりの夢や理想に耳を傾け、
あなたの未来について一緒に考えます。 

パソコンで 
適性診断 

キャリアカウンセラーからのメッセージ 

キャリアカウンセラーへの相談以外の各コーナーの紹介 

カウンセリング 

　求職登録した人、１人
ひとりに、専門のキャリ
アカウンセラーが個別に
相談に応じます。 

1サポート 
就職支援セミナー・ 

研　修 

2サポート 
職業紹介 

(ハローワークコーナー)

　希望やスキルに応じて、多
数の求人情報の中から、１人
ひとりに最適な職業とのマッ
チング(つき合わせ)を行います。 

3サポート 

Ｕターンコーナー 
府北部へのＵ・Ｉターン就職
を希望する人のために、京都
府のＵターンセンターと連携
し、地元企業情報の提供や就
職相談に応じています。府北
部の新規学卒者の採用情報も
提供しています。 

「正しい準備をした人ほど、幸
運に巡り会える」 
これは、就職支援のサポートを
通じて私が得た教訓の１つです。 
あなたの「正しい準備」を整え
るため、私たちカウンセラーが
サポートします。 
どんなにささいなことでもお気
軽にご相談ください。 
お待ちしております。 

何事も決めつけないで１つひ
とつ整理してみましょう。 
そして仕事につなげましょう。 
いろんな話をして自分の可能
性に気づいてください。 
答えはきっと、あなたの中に
あります。 
勇気をもって１歩をふみ出し
ましょう！ 

「情報量×速さ」が就職の
ポイントです。 
１回失敗しても、あきらめ
ないで挑戦しましょう。 
ひとりで活動するのが不安
なあなた、私たちカウンセ
ラーが丁寧にサポートします。 
お気軽にご相談ください。 

ハローワークコーナー 

職業相談、職業紹介、求人検

索機による求人情報を提供い

たします。若年者からミドル・

シニアの人まで幅広い人たち

にご利用いただけます。 

母子自立支援コーナー 
母子家庭のお母さんなどのた
めの相談コーナー。家庭の状
況や職業適性に応じた細やか
な相談、求人情報の提供や、
就職活動に役立つセミナーの
案内など、幅広く自立を支援
しています。 

　応募書類作成や面接の秘訣、
必要とされるビジネスマナーや
コミュニケーションスキル(技能)
の習得など、就職活動に役立つ
セミナー・研修を実施します。 

ひ けつ 
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Ｄ
Ｖ
を
、
み
ん
な
の
問
題
と
し
て

考
え
ま
し
ょ
う

　

人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
ひ
と
り
の

人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
は
、
こ
の
基
本
的
な
人
権
を
侵

害
す
る
行
為
で
す
。
人
は
だ
れ
で
も
暴
力

的
な
環
境
の
中
で
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

他
人
同
士
の
間
で
起
こ
っ
た
暴
力
は
、

警
察
に
通
報
さ
れ
、
犯
罪
と
し
て
処
理
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
本
来
自
分
が
一
番
安

心
で
き
る
家
庭
と
い
う
中
で
起
こ
る
Ｄ
Ｖ

は
、
周
囲
か
ら
も
夫
婦
げ
ん
か
の
延
長
と

し
て
軽
視
さ
れ
る
な
ど
潜
在
化
し
や
す
く
、

加
害
者
は
罪
の
意
識
が
薄
い
と
い
う
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
周
囲
も
気
づ
か
な
い
う
ち

に
暴
力
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
被
害
が
深

刻
化
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
被
害
者
だ
け

で
な
く
、
家
族
、
特
に
子
ど
も
の
心
身
の

発
達
に
と
っ
て
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
が
起
こ
る
背
景
に
は
、
社

会
の
構
造
的
な
問
題
が
存
在
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
間
で
身
体
的
・

経
済
的
・
社
会
的
に
優
位
な
立
場
に
あ
る

人
が
、
そ
の
権
力
を
ふ
り
か
ざ
し
、
暴
力

を
ふ
る
う
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
優
位

に
立
つ
人
は
、
体
力
・
経
済
力
・
社
会
的

影
響
力
の
強
さ
な
ど
の「
力（
パ
ワ
ー
）」を 

 

 

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）と
は
、夫
婦
や
恋
人
な
ど
、親
密
な
関

係
に
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
間
で
繰
り
返
さ
れ
る
暴
力
や
高
圧
的
な
態
度
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、Ｄ
Ｖ
は
、大
人
だ
け
で
な
く
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
も

起
こ
っ
て
お
り
、「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｄ
Ｖ
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
の
で
は
」と
感
じ
た
り
、身
近
で
Ｄ
Ｖ
を
見
た
り
聞

い
た
り
し
た
場
合
は
、ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
人
権
推
進
室
（
℡　

‐
７
０
２
２
）

２４

　

Ｄ
Ｖ
を
知
っ
て
く
だ
さ
い

身体的暴力
殴る、ける、首を絞め
る、髪をひっぱる、腕
をねじるなど。

身体を傷つける暴力

身体的暴力だけがＤＶではない
　「力（パワー）」で支配する具体的な手段として「暴力」があります。「暴力」
は身体的暴力だけでなく、精神的暴力、性的暴力、社会的暴力などさまざまな
かたちがあります。また、それらが同時に用いられる場合も多く、被害者にとっ
てはさらに耐えがたいものになっています。

経済的暴力
生活費を渡さない、仕事
につかせない、金銭的な
自由を与えないなど。

経済的困窮を強いる暴力

社会的暴力
外出や、親族･友人とのつ
きあいを制限する、手紙や
メールをチェックするなど。

監視して社会から孤立
させるような暴力　　

子どもを巻き添えにし
た暴力
子どもの前で暴力をふ
るったり非難 ･中傷を
する、子どもに暴力を
ふるうなど。
子どもを巻き添えにした暴力

精神的暴力
暴言を吐く、脅かす、
無視する、人間性を否
定するなど。

心を傷つける暴力

性的暴力
性行為を強要する、避妊
に協力しない、ポルノ雑
誌を無理やり見せるなど。

性を強要する暴力

暴力の種類
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特集②　ＤＶを知ってください

用
い
て
、
弱
い
立
場
の
人
を
「
支
配
」
し

よ
う
と
す
る
の
で
す
。
こ
の
社
会
的
・
経

済
的
な
力
の
差
は
、
長
く
続
い
た
男
性
優

位
の
社
会
構
造
に
根
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
Ｄ
Ｖ
は
個
人
の
問
題
で
は
な

く
、
人
権
問
題
そ
し
て
社
会
問
題
な
の
で

す
。

い
や
な
ら
ど
う
し
て
別
れ
な
い

の
、
逃
げ
な
い
の
？

　

繰
り
返
さ
れ
る
暴
力
へ
の
不
安
や
緊
張
、

恐
怖
か
ら
、
被
害
者
は
次
第
に
自
身
を
失

い
、
言
動
を
制
限
し
、
委
縮
し
な
が
ら
社

会
か
ら
孤
立
し
、
逃
げ
る
機
会
や
気
力
を

失
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
問
題

や
住
居
の
問
題
、
さ
ら
に
、「
ど
ん
な
親
で

も
子
ど
も
の
た
め
に
は
必
要
」「
妻
は
夫
に

従
う
べ
き
」
と
い
っ
た
社
会
通
念
や
周
囲

の
意
識
な
ど
、
被
害
者
を
取
り
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
が
、
暴
力
か
ら
逃
げ
出
す
の

を
た
め
ら
う
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
と
き
に
も
暴
力
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
殴
ら
れ
て
も
い
い
人
は
１
人
も
い
な

い
の
で
す
。

Ｄ
Ｖ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　

Ｄ
Ｖ
は
、
本
来
自
分
が
一
番
安
心
で
き

る
は
ず
の
家
庭
で
、
一
番
信
頼
し
て
い
る

相
手
か
ら
、
予
想
の
つ
か
な
い
理
由
で
、

ま
っ
た
く
無
防
備
な
状
態
の
と
き
に
受
け

る
暴
力
で
す
。
そ
の
よ
う
な
暴
力
が
何
度

も
起
き
る
と
無
気
力
に
な
り
、
自
分
を
大

切
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
も
な
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　
「
自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
」「
自
分
の
接

し
方
が
悪
い
の
で
は
」
と
い
う
気
持
ち
か

ら
、
さ
ら
に
、「
私
ひ
と
り
で
は
何
も
で
き

な
い
」
と
い
う
無
力
感
に
支
配
さ
れ
て
い 

ま
せ
ん
か
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
犯
罪
で
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
は
、
決
し
て
あ
な
た
が
悪
い
か

ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
あ
な
た
だ

け
の
努
力
で
改
ま
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ひ
と
り
で
苦
し
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
や
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

 

女
性
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

女
性
の
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
面

談
相
談
。

と
き
／
月
１
〜
２
回　

原
則
木
曜
日

と
こ
ろ
／
人
権
相
談
室
（
市
役
所
２
階
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
先
／
人
権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推

進
係
（
℡　

‐
７
０
２
２
）

２４

男
性
電
話
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

男
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
臨
床
心
理
士
）

に
よ
る
電
話
相
談
。
男
性
だ
か
ら
こ
そ
抱

え
る
悩
み
や
つ
ら
さ
、
し
ん
ど
い
と
き
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。

と
き
／　

月　

日（
土
）、　

月　

日（
土
）、

１０

１７

１１

１４

　

月　

日（
土
）、
平
成　

年
１
月　

日

１２

１２

２２

２３

（
土
）の
午
後
１
時
〜
４
時

専
用
電
話
番
号
／
０
７
７
３
‐　

‐
７
０

２４

８
５
（
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
）

立
命
館
大
学
学
生
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

立
命
館
大
学
法
律
相
談
部
の
教
授
と
学

生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
法
律
相
談
で
す
。

※
１
人
あ
た
り
の
時
間
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

と
き
／　

月　

日（
土
）

１０

２４

　
　
　

午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時

１０

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

３１

（
内
記
三
丁
目
）

申
し
込
み
／
不
要

◆　

月　

日
〜　

日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

１１

１２

２５

相談窓口　　命に危険がある場合は迷わず１１０番へ

毎日　午前９時～午後８時
※必要に応じて一時保護を行っています。０７５‐４４１‐７５９０京 都 府

婦 人 相 談 所

月～土（水曜日を除く）午前１０時～午後６時
※正午～午後１時は除く。
毎週日・祝日　午前１０時３０分～午後４時３０分

０７５‐６９２‐３４３７京 都 府 女 性
総合センター

月～土（水曜日を除く）午前１０時～午後５時
祝日　午前１０時３０分～午後４時３０分（正午～
午後１時を除く）

０７５‐６９２‐３２２８ＤＶサポート
ラ イ ン

月～金（祝日除く）午前９時～
午後５時４５分

０７５‐４１４‐０１１０
＃９１１０（携 帯
電話・プッシュ
回線のみ）

京 都 府 警 察
総 合 相 談 室

月～金（祝日除く）午前８時３０分～
午後５時０５７０‐０７０‐８１０女 性 の 人 権

ホットライン

毎日（２４時間対応）２２‐０１１０福知山警察署
生 活 安 全 課

月～金（祝日除く）午前８時３０分～
午後５時１５分２２‐５７６６中丹西保健所

福 祉 室

月～金（祝日除く）午前８時３０分～
午後５時１５分
※正午～午後１時は除く。

２４‐７０２２福 知 山 市
人 権 推 進 室
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　図書館は「本を貸し出す」だけではなく、皆さんの疑問や調べたいことなどのお
手伝い「レファレンス業務」もしています。
　夏休みの期間は、大勢の皆さんに来館していただき、夏休みの課題などの相談も
たくさん受けました。初めて図書館を利用される人も多くなっています。
　図書館では、物語や趣味の本、調べの本など、さまざまな本を用意しています。
皆さんの疑問や調べたいことにぜひお役立てください。
■図書館中央館（℡２２ - ３２２５）

図書館をもっと身近に

図書館を利用される人へ

▼館内では、ほかの利用者の迷惑にならない
よう静かに利用してください。

▼館内で飲食、喫煙はできません。

▼携帯電話はマナーモードにして、館内での
使用は通話、メール、写真撮影ともご遠慮く
ださい。

▼パソコンの持ち込みはできません。

調べもので、本や新聞のコピーをとりたいと
きは

▼図書館では、利用サービスの一環として複
写サービスを行っています。（有料）
　ただし、複写は、著作権法に基づいた規則
や制約の中で利用いただくことになります。
コピーの利用は、職員にお申し出ください。

 

本を借りていただく人へ

▼本を借りるときは、必ず利用券をお持ちく
ださい。

▼返却予定日までにお返しください。（貸し
出しの延長は、職員におたずねください）

本を失くしたり、汚したり、破ってしまったら
▼利用できなくなった場合は、原則、同じ本

を弁償していただきます。

▼セロハンテープなどで補修せずに、職員に
お申し出ください。

※図書館の本は、皆さんの財産です。大切に
扱ってください。

図書館では、皆さんが気持ちよく利用していただくために、利用に際してお願いをしています。

●図書館の開館時間●
火曜日～金曜日　午前１０時～午後８時
土曜日・日曜日　午前１０時～午後６時図書館中央館

午前１０時～午後６時情報センター

午前１０時～午後６時

三 和 分 館

夜 久 野 分 館

大 江 分 館

　１０月に、このマナー
ブックをカウンターで
お渡しします。ご覧いた
だき、ご協力をお願いし
ます。

●休館日●
　

▲

毎週月曜日・祝日
　

▲

１２月２８日～１月５日
　

▲

毎月１日（その日が月曜日にあた
る時は、その翌日）

　

▲

そのほか、蔵書点検などで休館
する場合があります。
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防
災
講
演
会　
　
（
４
階
ホ
ー
ル
）

●
第
１
部　

午
後
１
時　

分
〜

３０

講
師
／ 
山  
村  
武  
彦 
さ
ん

や
ま 
む
ら 
た
け 
ひ
こ

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
／
防
災
シ
ス
テ
ム

研
究
所
所
長
。
現
場
主
義
を
掲
げ
、

災
害
、
テ
ロ
、
事
故
な
ど
の
現
地

調
査
は
１
２
０
カ
所
以
上
。

　

そ
の
知
見
を
生
か
し
、
数
々
の

著
書
を
出
版
。
ま
た
、
防
災
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
テ
レ
ビ
番
組

に
も
多
数
出
演
。

●
第
２
部　

午
後
３
時　

分
〜

１０

　
「
台
風　

号
災
害
と
こ
れ
か
ら

２３

の
防
災
活
動
に
つ
い
て
」

進
行
役
／ 
今  
井  
真  
二 
さ
ん
（
京
都

い
ま 

い 

し
ん 

じ

府
府
民
生
活
部
危
機
管
理
・
防
災

課
長
）

パ
ネ
ラ
ー
／
京
都
府
危
機
管
理
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
み
な
さ
ん

防
災
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

２０

　

法
川
排
水
機
場
や
明
智
藪
、
治

水
記
念
館
な
ど
を
巡
る
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
予
定
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

災
害
活
動
体
験
コ
ー
ナ
ー（　

号
室
）

３５

午
前　

時
〜
正
午

１０

　

消
防
署
員
の
指
導
で
、
災
害
時

に
役
立
つ
救
護
の
方
法
や
A
E
D

の
取
り
扱
い
を
体
験
で
き
ま
す
。

防
災
パ
ネ
ル
展
示　
　
（　

号
室
）

３１

　

台
風　

号
災
害
時
の
市
内
の
様

２３

子
を
記
録
し
た
パ
ネ
ル
展
示
や
、

当
時
の
映
像
を
上
映
し
ま
す
。

防
災
用
品
展
示　
　
　
　
　
　
　

　

災
害
時
に
役
立
つ
用
品
を
展
示

し
ま
す
。

※
パ
ネ
ル
展
示
の
み　

月　

日

１０

２０

（
火
）ま
で
実
施
し
ま
す
。

３
日（
木
）市
役
所
屋
上

　

市
民
環
境
会
議
の
皆

さ
ん
が
製
作
す
る

「
ゴ
ー
ヤ
み
ど
り
の

カ
ー
テ
ン
啓
発
Ｄ
Ｖ

Ｄ
」に
出
演
。地
球
温
暖
化
防
止
を

目
的
に
自
ら
が
出
来
る
こ
と
を
率

先
し
て
さ
れ
て
い
る
姿
に
感
動
。

上
旬　

市
内
各
所

　

１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
お

祝
い
。皆
さ
ん
の
、た
ゆ
ま
ぬ
努
力

の
お
か
げ
で
今
日
の
福
知
山
が
あ

る
も
の
と
深
く
感
謝
。

５
日（
土
）市
民
病
院
ふ
れ
あ
い

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

今
回
は「
福
知
山
は
な
み
ず
き
の

会
」の
皆
さ
ん
と
懇
談
。中
で
も「
医

師
か
ら「
が
ん
で
す
」と
言
わ
れ
た

そ
の
日
か
ら
も
の
の
見
方
が
変
わ

る
」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
大
変
印
象

に
残
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
市
民

病
院
を
中
心
に
対
話
と
連
携
を
深

め
て
い
き
た
い
。

※市のホームページ（市長の部屋）で閲覧できます。

　

福
知
山
市
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成　

年
台
風

１６

　

号
か
ら
、
本
年　

月　

日
で
、
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。

２３

１０

２０

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
台
風　

号
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
取

２３

り
組
み
と
し
て
、
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
総
務
課
（
℡　

‐
７
０
３
６
）

２４とき／１０月１８日（日）
　　　午前１０時～午後６時
ところ／市民会館３階・４階ホール

（内記三丁目）

台
風　

号
の
記
憶

２３

多
く
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
な

多
く
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め

い
た
め
にに
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まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　９月１２日（土）、市民会館で救急フェスティ
バルを開催しました。みんなで守ろう福知
山の救急をテーマにいろいろな催しを行
いました。

野生鳥獣対策に牛も一役

9
12～13

　９月１２日（土）～１３日（日）、環境省、京都府
などが主催する自然公園ふれあい全国大会
が、「丹後天橋立大江山国定公園」（式典は宮
津市・シンポジウムは京丹後市・エコツアーは
※４市２町）で開催されました。
　この大会で自然と人との関係について考え、
自然を守りながら自然とのふれあいをすすめ
るとともに、府北部地域の魅力を全国に発信
しました。
　福知山市は、式典出席や式典会場・ふれあ
い広場などでのパネル展示や鬼伝説探索・大
江山連峰を縦走するエコツアーを実施しまし
た。
　※福知山市、舞鶴市、宮津市、京丹後市、伊
根町、与謝野町

救急車の適正な利用をお願いします

エコツアーで、自然を満喫

●
名
誉
市
民
顕
彰
式
典
●

　

２
０
０
８
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

に
輝
い
た
本
市
生
ま
れ
の
下
村
脩

さ
ん
が
、　

月
９
日（
金
）、
ご
夫

１０

妻
で
市
役
所
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま

す
。
児
童
科
学
館
に
も
立
ち
寄
ら

れ
、
今
月
オ
ー
プ
ン
の
下
村
さ
ん

コ
ー
ナ
ー
を
見
学
さ
れ
ま
す
。

　

翌
日　

日（
土
）　

時
か
ら
は
、

１０

１０

厚
生
会
館
に
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
、

事
前
に
申
し
込
み
を
頂
い
た
皆
さ

ん
と
と
も
に
福
知
山
市
名
誉
市
民

顕
彰
式
典
（
記
念
ス
ピ
ー
チ
）、
小
・

中
学
生
の
夏
休
み
理
科
研
究
の
優

秀
作
品
を
対
象
に
下
村
脩
グ
ラ
ン

プ
リ
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

下
村
さ
ん
の

　

コ
コ
が
知
り
た
い
！

 下  村  脩 さん
しも むら おさむ

（提供　長崎大学）

　　自然公園ふれあい全国大会

救急フェスティバル救急フェスティバル

9月  

　田野山田自治会は、休耕田に牛を放牧し
バッファゾーン（人と野生動物とを隔てる
緩衝帯）を作り、獣害を減らす取り組みを
しました。モデル地区として、市内では初
の取り組みです。
　放牧された牛は、２頭のメス牛。９月の
約１カ月間、地元の人たちに世話をしても
らいながら、草をはんでいました。いのし
しや鹿などによる農作物の被害を軽減す
ることができました。

休耕田に牛

９
月
１
日
号
、８
ペ
ー
ジ
ま
ち
か
ど
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ「
福
知
山
ド
ッ
コ
イ
セ
ま
つ
り
」の
本
文
中
、「
福
知
山
踊
振
興
会
」と
あ
る

の
は「
広
小
路
商
店
街
の 
地  
方 
の
皆
さ
ん
」の
誤
り
で
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。■
秘
書
広
報
課（
℡　

‐
７
０
０
０
）

じ 

か
た

２４

お
詫
び

9
12

（提供　長崎大学）
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募
集
す
る
住
宅
／
鬼
の
里
定
住
促

進
団
地（
美
鈴
新
）

※
２
L
D
K
ガ
レ
ー
ジ
付
き

募
集
戸
数
／
３
戸

家
賃
／
月
額
４
万
７
０
０
０
円

敷
金
／　

万
１
０
０
０
円

１４

※
使
用
期
間
は
５
年
（
更
新
可
）

申
込
資
格

▼
入
居
の
申
し
込
み
を
し
た
日
に

お
い
て
、
入
居
を
申
し
込
み
す
る

人
お
よ
び
同
居
し
よ
う
と
す
る
人

の
う
ち
主
た
る
生
計
者
が
、　

歳
４５

未
満
。

▼
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
よ
う

と
す
る
人
。

▼
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
を
必
要
と
し
て
い
る
人
。

▼
現
に
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い

な
い
人
。

入
居
の
決
定
／
運
営
委
員
会
に
よ

る
選
考
を
経
て
決
定
し
ま
す
。（　
１１

月
中
旬
）

入
居
可
能
日
／　

月
１
日
（
火
）

１２

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
大
江
町
定
住
促
進
住
宅
入
居
申

込
書　
（
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

②
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

（
ま
た
は
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書
）

③
入
居
を
希
望
す
る
人
の
う
ち
収

入
の
あ
る
人
全
員
の
課
税
証
明
書

④
入
居
を
希
望
す
る
人
の
う
ち
収

入
の
あ
る
人
全
員
の
納
税
証
明
書

申
込
受
付
／　

月　

日（
月
）〜　

１０

１９

３０

日（
金
）の
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
に
、
大
江
支
所
地
域
振
興
係

（
℡　

‐
１
１
０
２
）
ま
で
直
接

５６

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
は
除
き
ま
す
。

対
象
／
原
則　

〜　

歳
の
市
民

４０

７４

定
員
／
各　

人（
先
着
順
）

２０

申
込
方
法
／
東
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
実
施
分
は　

月　

日（
金
）、

１０

１６

六
人
部
地
域
公
民
館
実
施
分
は　
１１

月　

日（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た
は

２０
直
接
、
東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
０
９
０
）
ま
で
。

５８

と
き
・
と
こ
ろ

▼　

月　

日（
月
）・
東
部
保
健
福

１１

３０

祉
セ
ン
タ
ー（
千
束
）

▼　

月
３
日（
木
）・
川
合
集
落
セ

１２

ン
タ
ー（
上
川
合
）

▼　

月　

日（
木
）・
六
人
部
地
域

１２

１０

公
民
館（
多
保
市
）

▼　

月　

日（
木
）・
菟
原
集
落
セ

１２

１７

ン
タ
ー（
菟
原
中
）

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分
３０

対
象
／
男
性
市
民

定
員
／　

人（
先
着
順
）

２０

内
容

▼
保
健
師
・
栄
養
士
の
健
康
講
話

▼
調
理
実
習

▼
試
食
・
交
流
会

▼
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

申
込
方
法
／　

月　

日（
月
）ま
で

１１

１６

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
東
部
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
２
０

58

９
０
）
ま
で
。

と
き
・
と
こ
ろ

▼　

月
４
日（
水
）・
菟
原
集
落
セ

１１
ン
タ
ー（
菟
原
中
）

▼　

月　

日（
木
）・
川
合
集
落
セ

１１

１２

ン
タ
ー（
上
川
合
）

▼　

月　

日（
水
）・
東
部
保
健
福

１１

１８

祉
セ
ン
タ
ー（
千
束
）

▼　

月　

日（
木
）・
六
人
部
地
域

１１

１９

公
民
館（
多
保
市
）

い
ず
れ
も
、午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分
３０

対
象
／
中
高
年
女
性
の
市
民

定
員
／　

人（
先
着
順
）

２０

内
容

▼
保
健
師
・
栄
養
士
の
健
康
講
話

▼
調
理
実
習

▼
試
食
・
交
流
会

▼
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

申
込
方
法
／　

月　

日（
水
）ま
で

１０

２１

に
電
話
ま
た
は
直
接
、
東
部
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
２
０
９

58

０
）
ま
で
。

募
集
人
数
／
８
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

要
件
／
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
通
学
し
て
い
る　

歳
以
上
の
人

２０

応
募
方
法
／　

月　

日（
火
）ま
で

１０

２０

に
、「
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等

施
設
の
あ
り
方
懇
話
会
委
員
希

望
」
と
書
い
て
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
人
権
推
進
室
（
℡　

‐
２４

７
０
２
１　
　
　

‐
６
５
３
７　

２３

jin
k
en
@
city
.fu
k
u
ch
iy
am
a.

kyoto.jp

）
ま
で
。

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

大
江
町
定
住
促
進
住
宅
空

家
入
居
者

今
日
か
ら
始
め
る

 
Ｎ
Ｏ 
！
メ
タ
ボ
大
作
戦

ノ
ー

無料

男
性
料
理
教
室

無料

す
こ
や
か
教
室　

女
性
の
た
め

の
心
と
か
ら
だ
イ
キ
イ
キ
教
室

無料

六人部地域公
民館（多保市）

東部保健福祉
センター（千束）内容・ところ

１２月２日（水）１０月２８日（水）知識編「知っておきた
いメタボの基礎知識」

１２月２１日（月）１１月２０日（金）運動編１「消費エネル
ギーを増やすためには？」

平成２２年
１月２２日（金）１２月１６日（水）栄養編「メタボになら

ない食生活とは？」

平成２２年
２月４日（木）

平成２２年
１月１５日（金）

運動編２「運動はやはり
継続が大切！」

※時間は、いずれも午後１時３０分～３時３０分

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
施
設

な
ど
の
あ
り
方
懇
話
会
委
員
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　(普通徴収分)いずれも第５期分、後期高齢者医療保険料(第４期分)の納期限日です。
　福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）■高齢者福祉課高齢者医療係（℡２４‐７０１８）

と
き
／　

月
７
日（
土
）

１１

と
こ
ろ
／
市
民
体
育
館
・
市
民
運

動
場
（
野
球
場
・
庭
球
場
）・
温
水

プ
ー
ル（
和
久
市
町
）

種
目
・
時
間

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

午
後
１
時
〜
４
時

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
持
参　

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

午
前
９
時
〜
正
午

※
雨
天
時
に
は
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
持
参

▼
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

※
水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
、

ゴ
ー
グ
ル
持
参

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

参
加
資
格
／
市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
小
学
３
年
生
以
上
の

人※
小
・
中
学
生
は
水
中
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
／　

月　

日（
土
）

１０

１７

申
込
方
法
／
申
込
書
を
フ
ァ
ク

ス
・
郵
送
ま
た
は
直
接
、
福
知
山

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
〒
６

２
０
‐
０
０
６
２　

和
久
市
町
２

５
４
番
地　

市
民
体
育
館
内　

℡
・　
　

‐
４
６
５
７
）
ま
で
。

２２

※
申
込
書
は
、
市
民
体
育
館
・
各

支
所
な
ど
に
あ
り
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

市
と
京
都
創
成
大
学
で
は
、
本

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人
を
招

い
て
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
土
）

10

31

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ
／
京
都
創
成
大
学

（
西
小
谷
ケ
丘
）

テ
ー
マ
／
ふ
る
さ
と
キ
ラ
リ
再
発

見
〜
豊
か
な
る
水
の
め
ぐ
み
由
良

川
流
域
を
た
ど
る
〜

講
座
内
容

▼
午
前
の
部

①
講
演
「 
由
良
川
の
今
昔
」

午
前
９
時　

分
〜
午
前　

時　

分

45

10

45

講
師
／ 
宇  
野  
孝  
一 
さ
ん
（
福
知
山

う 

の 

こ
う 
い
ち

河
川
国
道
事
務
所　

副
所
長
）

②
講
演
「 
由
良
川
や
そ
の
流
域
に

 
棲 
む
貴
重
な
生
物 
」

す午
前　

時　

分
〜
午
前　

時　

分

10

50

11

50

講
師
／ 
久  
後  
生  
歩 
さ
ん
（
府
立
綾

く 

ご 

せ
い 

ほ

部
高
等
学
校
夜
間
定
時
制
教
諭
）

▼
午
後
の
部

③
民
話
朗
読
「 
由
良
川
流
域
に
伝

わ
る
民
話 
」

午
後
０
時　

分
〜
午
後
１
時　

分

50

25

朗
読
／ 
竹  
内  
淳 
さ
ん
（
京
都
創
成

た
け 
う
ち 
あ
つ
し

大
学
助
教　

学
術
・
文
学
修
士
）

④
講
演
「 
江
戸
末
期
の
福
知
山
‐

由
良
川
水
運
と
万
延
の
強
訴
‐
」

午
後
１
時　

分
〜
午
後
２
時　

分

30

30

講
師
／ 
山  
口  
正  
世  
司 
さ
ん
（
福
知

や
ま 
ぐ
ち 
ま
さ 

よ 

し

山
史
談
会
会
長
、
市
文
化
財
保
護

審
議
会
）

⑤
創
作
落
語
「
梅
干
し
半
十
郎
観

音
」

午
後
２
時　

分
〜
午
後
２
時　

分

35

55

落
語
家
／ 
桂  
三  
扇 
さ
ん
（
女
流
落

か
つ
ら 
さ
ん 
せ
ん

語
家　

桂
三
枝
一
門
）

定
員
／
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
電
話
で
京
都
創
成
大

学
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
℡　
24

‐
７
１
０
０
）
ま
で
。

※
受
付
時
間
は
、平
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

※
当
日
、席
が
空
い
て
い
れ
ば
申

し
込
み
な
し
の
、当
日
参
加
も

可
能
で
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
振
興

係（
℡　

‐
７
０
３
３
）

２４

　

平
成　

年
度
の
市
立
幼
稚
園
児

２２

を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

５
歳
児

入
園
資
格
／
保
護
者
が
市
内
に
住

み
、
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平

１６

成　

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生

１７
ま
れ
た
幼
児

※
募
集
区
域
以
外
の
人
は
、
最
寄

り
の
市
立
幼
稚
園
に
入
園
で
き

ま
す
。

４
歳
児
（
福
知
山
幼
稚
園
・
昭
和

幼
稚
園
・
成
仁
幼
稚
園
）

入
園
資
格
／
福
知
山
幼
稚
園
は
惇

明
小
学
校
区
、
昭
和
幼
稚
園
は
昭

和
小
学
校
区
、
成
仁
幼
稚
園
は
成

仁
小
学
校
区
に
保
護
者
が
住
み
、

平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成　

１７

１８

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
幼
児

申
込
方
法
／
各
幼
稚
園
に
あ
る
所

定
の
用
紙
に
記
入
し
て
、
幼
稚
園

へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

　
　

月
２
日（
月
）〜　

日（
月
）

１１

３０

保
育
料
／
月
額
７
０
０
０
円

（
平
成　

年
度
）

２１

※
入
園
希
望
者
が
募
集
人
数
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
。

預
か
り
保
育（
有
料
）　　
　
　
　

　

保
護
者
の
就
労
な
ど
の
理
由
で
、

希
望
に
よ
り
、
正
規
の
教
育
時
間

終
了
後
も
園
児
を
預
か
り
ま
す
。

預
か
り
時
間
／
月
〜
金
曜
日
の
午

後
２
時
〜
４
時

利
用
料

▼
毎
日
１
時
間
利
用

　
　
　
　
　
　

月
額
１
５
０
０
円

▼
毎
日
２
時
間
利
用

　
　
　
　
　
　

月
額
３
０
０
０
円

▼
臨
時
的
利
用
／
１
時
間
に
つ
き

１
０
０
円
（
１
カ
月
最
高
３
０
０

０
円
）

市
立
幼
稚
園
へ
の
入
園

福
知
山
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
フ
ェ
ス
タ

無料

シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

２
０
０
９

無料

対 象
小学校区

募集人数電話
番号所在地幼稚園名

４歳児５歳児

惇明２５人７０人２２-３２２７岡ノ一町福 知 山

昭和５０人７０人２２-３２２８北本町一区昭 和

大正７０人２２-５７５８水内大 正

遷喬３５人２７-４６６７石原遷 喬

雀部７０人２７-５６３４前田雀 部

成仁２５人７０人２７-６５９０平野町成 仁



11 広報ふくちやま　H21（2009）．10．1

と
き
／　

月　

日（
土
）

11

14

　

午
前
５
時　

分
Ｋ
Ｔ
Ｒ
福
知
山

40

駅
に
集
合
、午
後
０
時　

分
Ｋ
Ｔ

30

Ｒ
大
江
山
口
内
宮
駅
で
解
散

内
容
／ 
鬼  
嶽 

お
に 
た
け 
稲
荷 
神
社
で
の
雲
海

い

な

り

展
望
、大
江
山
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ

か
ら
Ｋ
Ｔ
Ｒ
大
江
山
口
内
宮
駅
ま

で
の
散
策
、そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
。

　

地
元
で
採
れ
た
新
米
の
お
に
ぎ

り
朝
食
付
き
。

※
雨
天
の
場
合
は
、行
程
を
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定
員
／　

人（
先
着
順
）

30

申
込
締
切
／　

月　

日（
金
）

10

30

参
加
料
金
／
８
５
０
円

※
そ
ば
打
ち
体
験
・
朝
食
を
含
む

※
別
途
、Ｋ
Ｔ
Ｒ
乗
車
料
金
が
必

要
で
す
。

応
募
方
法
／
代
表
者
と
参
加
者
全

員
の
氏
名
と
年
齢
、
代
表
者
の
住

所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
、
企
画
推
進
課
政
策
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
３
０
、k

ik
ak
u
@

24

city.fukuchiyam
a.kyoto.jp

）ま

で
。

　

福
知
山
菊
花
同
好
会
と
都
市
緑

化
植
物
園
で
は
、
豪
華
な
大
菊
の

３
本
仕
立
て
、
ダ
ル
マ
、
福
助
、

 
懸  
崖 
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
仕
立
て
方

け
ん 
が
い

の
菊
を
展
示
し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
土
）〜　

月
３

10

２４

11

日（
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
水
曜
日
は
休
園
日
で
す
。

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
）

入
場
料
／
無
料

■
都
市
緑
化
植
物
園

（
℡　

‐
６
６
１
７
）

２２

　

福
知
山
山
野
草
の
会
と
都
市
緑

化
植
物
園
で
は
、
秋
を
代
表
す
る

 
可  
憐 
な
大
文
字
草
と
野
趣
あ
ふ
れ

か 

れ
ん

る
山
野
草
の
数
々
を
展
示
し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
土
）〜　

月
３

10

24

11

日（
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
入
場
は
午
後
４
時　

分
ま
で
。

30

※
水
曜
日
は
休
園
日
で
す
。

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
）

入
場
料

▼
大
人　
　
　
　
　
　

３
１
０
円

▼
４
歳
〜
中
学
生　
　

１
５
０
円

■
都
市
緑
化
植
物
園

（
℡　

‐
６
６
１
７
）

２２

と
き
／　

月　

日（
土
）・　

月
１

10

31

11

日（
日
）の
午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

と
こ
ろ
／
御
霊
公
園
・
広
小
路
通

り※
乗
車
に
必
要
な
整
理
券
を
、
当

日
午
前
９
時　

分
か
ら
会
場
内

30

で
配
布
し
ま
す
。

　

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

１０「
鉄
道
模
型
運
転
会
」

　

北
近
畿
鉄
道
友
の
会
の
協
力
を

得
て
実
施
し
ま
す
。

と
き
／
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
フ
ェ
ス
タ
開
催

と
同
じ
。

と
こ
ろ
／
福
知
山
商
工
会
議
所
４

階
（
東
中
ノ
町
）

内
容

▼
デ
モ
運
転
コ
ー
ナ
ー

▼
来
場
者
体
験
コ
ー
ナ
ー

①
Ｎ
ゲ
ー
ジ
車
両
を
、
立
体
交
差

の
あ
る
ジ
オ
ラ
マ
で
運
転
で
き
ま

す
。（
１
回
１
０
０
円
）

②
N
ゲ
ー
ジ
車
両
持
ち
込
み
運
転

（　

分
５
０
０
円
）

３０
③
ジ
オ
ラ
マ
で
プ
ラ
レ
ー
ル
を
手

に
と
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
①
②
に
必
要
な
整
理
券
を
、
当

日
午
前
９
時　

分
か
ら
会
場
内

３０

で
販
売
し
ま
す
。

■
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
事
務
局
（
商
工
振
興
課
内　

℡

　

‐
７
０
７
５
）

24と
き
／　

月　

日（
日
）

１０

２５

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館
４
階
ホ
ー
ル

（
内
記
三
丁
目
）

講
演
／
高
次
脳
機
能
障
害
者
を
支

え
る
地
域
の
輪
を
広
げ
よ
う

講
師
／ 
納  
谷  
敦  
夫 
さ
ん
（
な
や
ク

な 

や 

あ
つ 

お

リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

■
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
７
）

２４

と
き
／　

月
７
日（
土
）

１１

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

　
　
　
　

月
８
日（
日
）

１１

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

と
こ
ろ
／
厚
生
会
館（
西
中
ノ
町
）

　

最
新
型
の
ガ
ス
器
具
の
展
示
や

実
演
の
ほ
か
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
ガ
ス
水
道
部
営
業
課
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
係

（
℡　

‐
６
５
０
０
）

２２

と
き
／　

月
３
日（
祝
）

11

　
　
　

午
前
９
時　

分
集
合

30

集
合
場
所
／
宮
津
市
島
崎
公
園

コ
ー
ス
／
宮
津
・
天
橋
立
周
回

コ
ー
ス　

約　

㌔
㍍

20

持
ち
物
・
服
装
／
弁
当
（
現
地
で

も
調
達
可
）・
水
筒
・
タ
オ
ル
・
雨

具
・
帽
子
・
歩
き
な
れ
た
靴
・
動

き
や
す
い
服
装

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

■
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

（
℡　

‐
７
０
６
９
）

２４

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

１１月２日（月）は、市・府民税（普通徴収分）の第３期分、国民健康保険料･介護保険料　
 ■税務課市民税係（℡２４‐７０２４）■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者　

大
文
字
草
と
山
野
草
展

菊
花
展

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
フ
ェ
ス
タ　

イ
ン

フ
ク
チ
ヤ
マ
２
０
０
９

始
発
で
行
く
小
さ
な
旅

雲
海
と
紅
葉
を
楽
し
も
う

KTR

脳
外
傷
・
高
次
脳
機
能

障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
講
習
会

無料

市
ガ
ス
展

無料

秋
の
市
民
歩
け
歩
け
大
会

無料



12H21（2009）．10．1　広報ふくちやま

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

　　　　■生活交通課交通対策係（℡  ２４‐７０２０）

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
質
問
に
直
接
ア
ド
バ

イ
ス
し
、
解
決
す
る
相
談
窓
口
を
、

消
防
署
に
加
え
、
三
支
所
で
開
設

し
て
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

①　

月　

日（
火
）

１０

２０

　

三
和
支
所（
千
束
）

②　

月　

日（
水
）

１０

２１

　

大
江
支
所（
中
央
）

③　

月　

日（
日
）

１０

２５

　

下
夜
久
野
地
域
公
民
館（
額
田
）

　

①
②
は
午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

分
３０③

は
午
前　

時　

分
〜
午
後
１
時

１１

３０

※
電
話
で
の
相
談
も
、
随
時
消
防

署
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
な
ど
で
、

取
り
付
け
に
お
困
り
の
時
は
、

「
取
り
付
け
お
助
け
隊
」
が
伺

い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係

（
℡　

‐
５
１
１
９
）

２３

申
請
期
限
／　

月　

日（
月
）

１１

３０

奨
学
生
支
援
金　
　
　
　
　
　
　

　

人
権
尊
重
の
社
会
を
担
う
人
を

育
成
す
る
た
め
、
学
用
品
な
ど
の

支
援
金
を
お
渡
し
し
、
人
権
学
習

会
に
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

▼
本
人
ま
た
は
保
護
者
の
住
所
が

市
内
に
あ
り
、
別
に
定
め
る
公
的

奨
学
金
（
人
材
育
成
奨
学
金
ほ
か
）

を
受
け
て
お
り
、
学
校
教
育
法
に

定
め
る
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
人
。

支
援
金
の
額
（
月
額
）

▼
国
公
立
高
校　
　

１
５
０
０
円

▼
私
立
高
校
・
大
学
な
ど

２
５
０
０
円

申
請
に
必
要
な
書
類
／
奨
学
生
支

援
金
交
付
申
請
書
・
公
的
奨
学
金

の
適
用
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

（
決
定
通
知
書
な
ど
）

人
材
育
成
奨
学
金　
　
　
　
　
　

　

社
会
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
修
学
意
欲
が
あ
る
の

に
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困

難
な
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
に
入

学
一
時
金
を
お
渡
し
し
ま
す
。

対
象
（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

▼
保
護
者
の
住
所
が
市
内
に
あ
る
。

た
だ
し
、
本
市
に
住
所
を
移
し
た

京
都
創
成
大
学
生
の
保
護
者
は
市

外
で
も
可
。

▼
平
成　

年
の
所
得
合
計
額
が
別

２０

に
定
め
る
所
得
の
基
準
内
、
ま
た

は
生
活
保
護
基
準
の
１
・
５
倍
を

超
え
な
い
世
帯
。

▼
今
年
度
、
学
校
教
育
法
に
定
め

る
学
校
に
入
学
し
た
人
。

奨
学
金
の
額
（
入
学
一
時
金
）　

学
校
教
育
法
に
定
め
る
学
校
／
高

等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
中
等
教

育
学
校（
後
期
課
程
）・
特
別
支
援

学
校
の
高
等
部
・
学
校
法
人
が
設

置
し
た
お
も
に
外
国
人
を
対
象
と

す
る
学
校
の
高
等
学
校
相
当
課
程
、

大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校

専
攻
科
、専
修
学
校
・
各
種
学
校

※
京
都
府
の
高
等
学
校
奨
学
金
・

母
子
家
庭
奨
学
金
・
交
通
遺
児

奨
学
金
・
技
能
修
得
資
金
を
受

け
て
い
る
場
合
は
申
請
で
き
ま

せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
書
類

▼
人
材
育
成
奨
学
金
支
給
申
請
書

▼
在
学
証
明
書
な
ど

■
学
校
教
育
課
教
育
指
導
係

（
℡　

‐
７
０
４
０
）

２４

　

最
近
、「
下
水
道
管
の
調
査
や
清

掃
な
ど
が
必
要
で
す
」
と
い
う
家

庭
訪
問
業
者
が
増
え
て
お
り
、
下

水
道
部
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次

い
で
い
ま
す
。

　

下
水
道
部
で
は
、
依
頼
が
な
け

れ
ば
、
各
家
庭
へ
行
き
調
査
な
ど

を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
治
会
を
対
象
に
調
査
な
ど
を

実
施
す
る
時
は
、
必
ず
事
前
に
自

治
会
長
に
連
絡
し
、
各
家
庭
に
お

知
ら
せ
を
し
て
か
ら
行
い
ま
す
。

　

下
水
道
部
の
職
員
は
「
立
入
検

査
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
不

審
な
人
物
の
訪
問
が
あ
っ
た
時
は
、

必
ず
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
下
水
道
管
の
修
理
や
工

事
は
、
市
が
指
定
す
る
工
事
業
者

で
な
い
と
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
よ

く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
下
水
道
管
理
課

（
℡　

‐
２
０
８
４
）

２３

と
き
・
と
こ
ろ

①　

月　

日（
祝
）

10

12

　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

プ
ラ
ン
ト
‐
３（
多
保
市
）

②　

月　

日（
木
）

10

15

　

午
前
９
時
〜
午
前　

時
11

　

北
都
信
用
金
庫
福
知
山
中
央
支

店（
南
栄
町
）

③　

月　

日（
土
）

10

24

　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

　

午
後
０
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

　

産
業
フ
ェ
ア（
三
段
池
公
園
）

④　

月　

日（
日
）

10

25

　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

10

30

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

　

ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店（
岩
井
）

※
全
会
場
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
。

■
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
（
℡　

‐
６
６
３
０
）

27

宅
内
下
水
道
管
の

訪
問
清
掃

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

奨
学
生
支
援
金
・
人
材
育

成
奨
学
金（
入
学
一
時
金
）

支給金額
入学一時金区　　分

１万円国 公 立高 等
学 校 ２万円私 立

２万５０００円国 公 立大 学 等
専修学校 ５万円私 立

３０万円学生（市民）
京都創成
大 学

１０万円学生（転入者）
１０万円社会人（市民）

※奨学金は、本年度入学された人で１人
　１回のみ。

　

月
の
献
血

１０骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会
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対
象
／
１
年
以
上
、
府
内
に
継
続

し
て
居
住
し
、
医
療
保
険
適
用
の

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦

※
福
知
山
市
に
住
所
が
あ
る
期
間

の
み
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

内
容
／
不
妊
治
療
費
（
保
険
診
療

費
）
の
自
己
負
担
金
の
２
分
の
１

を
助
成
し
ま
す
。

※
１
年
度
に
つ
き
３
万
円
ま
で
。

※
年
度
ご
と
の
申
請
で
す
。

※
申
請
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
り
１
年

以
内
の
治
療
費
に
限
り
ま
す
。

平
成　

年
度
診
療
分
（
平
成　

20

21

年
３
月
末
ま
で
）
で
、
申
請
が

ま
だ
の
人
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
／
所
定
の
申
請
書
に
医

療
機
関
証
明
書
を
添
え
て
、
各
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※
申
請
書
・
医
療
機
関
証
明
書
は
、

各
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
く

ら
し
の
ガ
イ
ド→

健
康
・
福
祉

→

母
と
子
の
健
康→

不
妊
治
療

費
助
成
事
業
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
申
請
は
、
中
央
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

■
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
〒
６
２
０
‐
０
０
４
２　

北
本
町

二
区　

‐
１　

℡　

‐
２
７
８
８
）

35

23

■
東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
三

和
支
所
内　

℡　

‐
２
０
９
０
）

58

■
西
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
額
田　

℡　

‐
１
２
３
４
）

37

■
北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
大

江
支
所
内　

℡　

‐
2
6
2
0
）

56

　

府
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体

外
受
精
・ 
顕  
微  
授  
精 
）
を
受
け
て

け
ん 

び 

じ
ゅ 
せ
い

い
る
人
に
治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
申
請
分
か
ら
、
助
成
額

が
１
回
の
治
療
に
つ
き　

万
円
か

10

ら　

万
円
に
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

15
１
年
度
に
２
回
ま
で
申
請
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
平
成　

年
４
月
１
日
以

21

降
の
治
療
で
、
助
成
金
増
額
前
に

申
請
さ
れ
た
人
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

■
京
都
府
中
丹
西
保
健
所
保
健
室

（
℡　

‐
６
３
８
１
）

２２

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

たまには　バスも　いいもんだ！　　　

市
不
妊
治
療
費
の
助
成

府
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成

入場無料
みんなで福知山の景観を考えよう

景観まちづくりシンポジウム

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
を
始
め
ま
す
。（
対
象
の
税
額
は
、６
月
に
送
り
ま
し
た「
平
成

　

年
度
市
民
税
・
府
民
税
納
税
通
知
書
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
）　　

■
税
務
課
市
民
税
係（
℡　

‐
７
０
２
４
）

２１

２４

10月～  

個
人
住
民
税
の
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
開
始

福知山市のゾーニングのイメージ 

自然環境や農山村、 
農地を守る地域 重点的に旧城下町などの 

「まちなみ」を守る地域 

市街地のまちなみ 
を整える地域 

　市では、個性ある“ふるさと”の景観を守り、育み、次の世代に継承していくため、現在「福知
山市景観計画」の策定を進めています。
　景観計画では、福知山市を大きく「自然環境や農山村、農地を守る地域」「市街地のまちなみを
整える地域」「重点的に旧城下町などのまちなみを守る地域」の３つに分けて、それぞれ地域の特性
を生かした居心地のよい“ふるさと”をつくるため、建築物や看板広告などの形や高さ、色使いな
どについてのルールづくりを行います。
　この景観計画（案）の大筋をお知らせするとともに、市民の皆さんと福知山市の景観を考えるた
め、シンポジウムを開催します。

とき／１１月１５日（日）午後１時３０分～４時３０分
ところ／サンプラザ万助　３階エクスナムホール（篠尾新町）
内容

▼私のすきなふるさと絵画コンクール表彰式

▼講演
　住民主体の景観まちづくりについて
　講師／ 松  村  長  二  郎 さん（平野郷ＨＯＰＥゾーン協議会会長）

まつ むら ちょう じ ろう

▼パネルディスカッション
　コーディネーター
　　 小  林  大  祐 さん（市景観計画策定委員会委員長）

こ ばやし だい すけ

　パネリスト
　　 井  上  正  暉 さん（市文化財保護審議会副委員長）

いの うえ まさ き

　　 滋  野  浩  毅 さん（福知山まちづくり会社タウンマネージャー）
しげ の ひろ き

　　 村  上  裕  子 さん（福知山観光協会理事）
むら かみ ゆう こ

　　 松  村  長  二  郎 さん（平野郷ＨＯＰＥゾーン協議会会長）
まつ むら ちょう じ ろう

　　 松  山  正  治 （福知山市長）
まつ やま まさ じ

定員／１００人（先着順）
申込方法／電話またはファクスで、都市計画課計画推進係（℡ ２４ - ７０５１　ＦＡＸ ２３ - ６５３７）まで。
※ファクスで申し込まれる際は、住所、氏名、電話番号をお知らせください。
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（
社
）福
知
山
医
師
会
で
は
、学
齢

期
の
子
ど
も
た
ち
の
病
気
に
つ
い

て
、理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、小
児
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
特
徴
や
、新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
土
）

10

31

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

31
（
内
記
三
丁
目
）

講
演
内
容

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

講
師

▼ 
廣  
畑  
弘 
さ
ん
（
京
都
府
中
丹
西

ひ
ろ 
は
た 
ひ
ろ
し

保
健
所
所
長
）

▼ 
足  
立  
一  
彦 
さ
ん
（
こ
ど
も
ク
リ

あ 

だ
ち 
か
ず 
ひ
こ

ニ
ッ
ク
に
っ
し
ん
ど
う
院
長
）

▼ 
松  
山  
徹 
さ
ん
（
松
山
内
科
循
環

ま
つ 
や
ま 
と
お
る

器
科
医
院
院
長
）

申
し
込
み
／
不
要

■
学
校
教
育
課
保
健
体
育
係

（
℡　

‐
７
０
６
３
）

２４

と
き
／　

月　

日（
土
）

１０

１７

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

と
こ
ろ
／
京
都
創
成
大
学
４
号
館

（
西
小
谷
ヶ
丘
）

テ
ー
マ
／
心
の
道
し
る
べ

講
師
／ 
小  
薮  
実  
英 
さ
ん
（
観
音
寺

こ 

や
ぶ 
じ
つ 
え
い

住
職
）

定
員
／
１
０
０
人

申
込
方
法
／　

月　

日（
金
）ま
で

１０

１６

に
電
話
で
、
京
都
創
成
大
学
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー「
創
成
市
民
大

学
係
」（
℡　

‐
７
１
０
０
）
ま
で
。 

２４

　
　

区
画
を
一
般
競
争
入
札
に
よ

２１
り
売
却
し
ま
す
。

申
込
期
間
／　

月
５
日（
月
）〜　

１０

１９

日（
月
）の
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

※
入
札
物
件
に
関
す
る
こ
と
、
入

札
参
加
資
格
や
必
要
書
類
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
用
地
販
売
促
進
室

（
℡　

‐
７
０
６
８
）

２４

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

カンちゃん　前に収集車
の火災の事を聞いた
けど、最近は減ったん
かなあ。
ビンちゃん　いやぁ。な
かなからしくて、今で
も度々収集車や環境

パークで火事になってるんや。
カンちゃん　えーっ、それは大変な事やなあ。
ビンちゃん　仮に収集車で火災にならなくて
も、環境パークの不燃物施設で爆発や火災
になっていることがあるんや。そんなこと
になったら修理はもちろん、その間ごみ処
理も止まって大変なんやで。

カンちゃん　どんなことを注意をしたらええ
んかなあ。
ビンちゃん　やっぱり正しい分別が一番やな

いかなあ。
①スプレー缶やカセットボンベは、中身を使
い切るか、出してしまってから、中身の見
える透明袋に入れて空き缶の日に出すん
や。
②乾電池、ライターは、それぞれ透明な小袋
に入れて不燃ごみの日に出すんや。
カンちゃん　そしたら、おもちゃや電気製品
の中の電池も取り出さなあかんのやな。

ビンちゃん　よう気がついたなあ。カンちゃ
んはごみの事をよう勉強してるなあ。エラ
イ！エライ！

カンちゃん　目標は火災０   やな！了解。
ゼロ

■環境政策室（℡　２２‐１８２７）

～国保一口メモ～

国民健康保険　加入・脱退の届け出
はお済みですか
　１４日以内に届け出が必要です
加入の場合

▼退職して職場の健康保険をやめたとき

▼ほかの市区町村から転入してきたとき

▼子どもが生まれたとき

▼生活保護を受けなくなったとき
※いずれも社会保険などに加入していない場合
脱退の場合

▼職場の健康保険などに加入したとき

▼ほかの市区町村に転出するとき

▼死亡したとき

▼生活保護を受け始めたとき
●自動的には手続きされませんので、必ず保険
課・各支所の窓口で手続きをしてください。
■保険課（℡２４-７０１９・２４-７０１５）　

保
留
地
の
売
払
い

石
原
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

福
知
山
医
師
会
の
市
民
講
座

成
長
期
の
病
気
あ
れ
こ
れ

無料

大
学
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
公
開
講
座

無料
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月
１
日
か
ら
平
成　

年
３
月

10

23

　

日
ま
で
の
間
の
出
産
に
か
か
る

31出
産
育
児
一
時
金
は
、
「
４
万

円
」
引
き
上
げ
て
「　

万
円
」
と

39

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

で
、
出
産
費
用
を
で
き
る
だ
け
現

金
で
支
払
わ
な
く
て
も
済
む
よ
う

に
す
る
「
出
産
育
児
一
時
金
等
の

医
療
機
関
等
へ
の
直
接
支
払
制

度
」
も
同
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

直
接
支
払
制
度
の
合
意
文
書
お
よ

び
領
収
・
明
細
書
は
、
大
切
に
保 

管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
し

て
い
る
医
療
機
関
な
ど
で
出
産
す

る
場
合
の
出
産
育
児
一
時
金
は
、

「
３
万
円
」
を
加
算
す
る
た
め

「　

万
円
」
と
な
り
ま
す
。

42
※
詳
し
く
は
保
険
課
国
保
給
付
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
険
課
国
保
給
付
係

（
℡　

‐
７
０
１
５
）

２４

　

平
成　

年
４
月
２
日
か
ら　

月

20

12

　

日
ま
で
の
期
間
で
、
毎
月
１
日 

31

以
外
の
日
に　

歳
に
な
ら
れ
た
人

75

へ
高
額
療
養
費
特
別
支
給
金
の
お

知
ら
せ
で
す
。

▼
平
成　

年
１
月
か
ら　

歳
到
達

21

75

月
は
、
誕
生
日
前
の
医
療
保
険
制

度
（
国
保
、
被
用
者
保
険
）
と
誕

生
日
後
の
長
寿
医
療
制
度
の
自
己

負
担
限
度
額
を
本
来
の
２
分
の
１

（
自
己
負
担
限
度
額
の
特
例
）
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

▼
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら　

月

20

12

　

日
ま
で
の
期
間
で
、
毎
月
１
日

31以
外
の
日
に　

歳
に
な
ら
れ
、
長

75

寿
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
っ

た
人
に
は
、
自
己
負
担
限
度
額
の

特
例
に
よ
る
高
額
療
養
費
相
当
額

を
計
算
し
、
支
給
す
べ
き
差
額
が

あ
れ
ば
高
額
療
養
費
特
別
支
給
金

を
支
給
し
ま
す
。

▼　

歳
の
誕
生
日
前
に
国
民
健
康

75
保
険
加
入
者
だ
っ
た
場
合
は
、
該

当
者
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
平
成　

年
１
月　

日
ま
で
に

22

29

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
保
険
課
国
保
給
付
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
険
課
国
保
給
付
係

（
℡　

‐
７
０
１
５
）

２４

１０月１０日（土）～１２日（祝）
　日本では、年間に約４万人が乳がんにか
かり、約１万人が死亡しています。また、
女性の２０人に１人が乳がんにかかるといわ
れています。
　乳がんは、早期発見すればほぼ確実に
助かる病気です。大切な自分を乳がんか
ら守るために「月に一度は自己検診、年
に一度は定期検診」を受けましょう。
　ピンクリボンは、乳がんの早期発見早
期治療の大切さを伝えるシンボルマーク
です。全国的なピンクリボンキャンペー
ンにあわせて、福知山城を３日間、ピンク
にライトアップします。
■京都府中丹西保健所（℡２２-６３８１）
■健康推進室（℡２３-２７８８）

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

出
産
育
児
一
時
金

４
万
円
引
き
上
げ

　新型インフルエンザの感染を予防するのは季
節性インフルエンザと同じです。感染力は強いで
すが、健康な人は比較的軽症のまま回復します。
　しかし、高齢者や持病がある人、妊婦や乳幼児
は重症化することがあります。
　日ごろからの感染予防が大切です。
　インフルエンザウイルスは、 咳 やくしゃみのし

せき

ぶきで人から人にうつります。

▼インフルエンザにかかった人はマスクをしま
しょう。

▼咳やくしゃみをするときは、ハンカチで口を覆
いましょう。

▼仕事が終わったとき、外出から帰ったときは手
洗い・うがいをしましょう。

▼人が集まる部屋は、こまめに喚気をしましょう。

▼かかったかなと思ったら、まず医療機関に電話
で相談してください。
　インフルエンザ治療薬は途中で止めずに使い
切りましょう。元来、元気な人は治療薬を使わな
くても７日前後で回復します。心臓、腎臓の悪い
人や妊婦は予防投与をする場合もあります。かか
りつけ医
に相談し
てください。
　インフルエンザにかかったときは、できる限り
外出を控えて、自宅療養をします。目安は１週間。
咳・鼻水のあるうちは人にうつります。自宅療養
をしていて、息切れがするとき、顔色が悪いとき、
食事が取れなくて体重が減るとき、一度下がった
熱が再び出るときは医療機関に相談してくださ
い。
（福知山医師会）
■健康推進室（℡　２３‐２７８８）けんこう 知識 

高
額
療
養
費
特
別
支
給
金
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回　

月　

日
号
は
、　

月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１０

１５

１０

１５

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
秘
書
広
報
課
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

福
知
山
市
街
地
か
ら
国
道
４

２
９
号
で
上
豊
富
へ
入
り
、談
・

法
用
を
過
ぎ
、
榎
峠
の
あ
た
り

か
ら
、
右
手
に
見
え
る
の
が
烏

帽
子
山
（
５
１
２
・
５
㍍
）
で

す
。
市
街
地
の
高
い
と
こ
ろ
か

ら
は
、
よ
く
見
え
ま
す
。

　

烏
帽
子
と
は
、
昔
、
公
家
た

ち
が
つ
け
た
帽
子
の
よ
う
な
冠

の
こ
と
で
す
が
、
山
の
形
が
そ

の
形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名

づ
け
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
丹
波
志
」と
い
う
書
に
、「
山

瞼
ニ
シ
テ
、
二
方
ニ
口
有
リ　

上
平
ニ
シ
テ　

遠
方
ヲ
見
ル
形

鉢
ヲ
伏
タ
ル
ゴ
ト
シ
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
山
頂
部
が
そ
そ

り
立
っ
て
、
富
士
山
の
山
頂
部

に
似
て
い
る
か
ら
と
思
わ
れ
ま

す
が
、か
つ
て
、「
丹
波
富
士
」と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

登
山
路
は
、
法
用
か
ら
兵
庫

県
の
遠
坂
へ
抜
け
る 
梨  
木  
峠 
か

な
し 
き
の 
と
う
げ

ら
山
頂
へ
向
か
う
コ
ー
ス
と
、

小
牧
と
下
戸
の

中
間
く
ら
い
か

ら
登
る
コ
ー
ス

と
が
あ
り
ま
す
。

「
丹
波
志
」
に

は
「
小
牧
林
道

十
八
九
丁
」
と
あ
り
ま
す
。

　

山
頂
に
は
三
角
点
が
あ
り
、

そ
の
横
に「
烏
帽
子
山
古
城
跡
」

と
記
し
た
石
柱
が
立
ち
、
周
り

に
桜
な
ど
が
植
樹
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
険
し
い
山
頂
に
、

山
城
が
あ
っ
た
と
は
驚
き
で
す
。

昔
の
人
の
す
ご
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
「
丹
波
志
」
に
は
、「
古
城
主

 
赤  
井  
悪  
右  
エ  
門 
ト
云
フ
」
と
あ

あ
か 

い 

あ 

く 

え 

も
ん

り
ま
す
が
、
最
近
の
研
究
で
は
、

赤
井
悪
右
エ
門 
直  
正 
の
父
に
当

な
お 
ま
さ

た
る
赤
井
時
家
（
芦
田
姓
を
名

乗
っ
て
い
る
）
が
、 
波  
多  
野 
氏

は 

た 

の

に
押
さ
れ
気
味
で
あ
っ
た
の
で
、

天
田
郡
へ
の
進
出
拠
点
と
し
て

烏
帽
子
山
に
城
を
築
い
た
の
だ

ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
歴

史
を
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　この会は、（財）都山流尺八楽会より指南以上の職格免状
を授与され、市内に在住の楽会員で構成する１１人の尺八音
楽集団です。
　「尺八」と聞くだけで「民謡」とか「古臭い楽器」など、
どうも陰な楽器のイメージが強いようですが、現代尺八は
近年大きく様変わりして、一般の想像をはるかに超越した
楽器です。曲も「黒髪・千鳥の曲」のような古典ものから
昭和後半から平成に作曲された新曲の箏・三弦との合奏は
勿論、都山流尺八の基本である本曲（独奏、合奏問わず尺
八だけの曲）から人間国宝の山本邦山師らが作る現代邦楽、
またクラシック・ジャズなど演奏者も聞く人も大いに楽し
める音楽の１ジャンルです。
　竹韻会の活動は、隔年に定期演奏会の開催・本部および
府支部演奏会出演・文化協会「文協フェスティバル・移動
劇場」などへの行事参加、箏曲演奏会への賛助出演などが
あります。
　また、都山流本曲コンクールがあり本年度の府予選は２人
が出場し１人が入賞、８月の近畿大会では入賞は逸しました
が好成績をおさめました。過去には全国大会準優勝に輝いた会員も在籍しています。
　また、夏の風物詩「福知山ドッコイセまつり」では、５日間３人の会員が櫓の上で 地  方 として活躍しています。

じ かた

このように、いろいろな行事に参加しながら、会員たちは精力的に後進の指導にも当っています。現在は会員
数が少なく少数精鋭で頑張っていますが、何とか若者が尺八に興味を持ち１人でも多くの愛好家が増えて欲し
いというのが切なる願いです。「竹韻会第１６回定期演奏会」は来年１０月に開催する予定です。選曲も今まで以
上に吟味厳選し、ご来聴の皆さんに満足いただける素晴らしい舞台にしたいと、私たちは懸命に練習に励んで
います。

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

都山流尺八　竹韻会 
やす ぎ ちく　いん　かい 

下戸から撮影

　　　烏帽子山
↓


